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昨
年
暮
れ
の
十
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
二
十
四
日(

木)

午 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
十
一
時
か
ら
、 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鳥
取
市
役
所
本
庁
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

階
会
議
室
に
お
い
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
係
る
「
地
域
コ
ミ
ュ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
テ
ィ
計
画
」
の
策
定

を
終
え
、
そ
の
計
画
書
を
鳥
取
市
へ
提
出
し

た
、
市
内
六
地
区
の
協
議
会
を
対
象
と
し
た

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
宣
言
」
宣
言
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
宣
言
式
の
主
旨
は
、
鳥
取
市
と
し
て

『
鳥
取
市
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
各
協
議

会
が
策
定
し
た
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」

に
従
っ
て
実
施
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
鳥
取
市
と
し
て
強
力
に
支
援
す

る
姿
勢
を
表
明
す
る
こ
と
』
で
す
。 

 

今
回
の
宣
言
式
に
は
、
下
記
の
六
地
区
協
議

会
か
ら
会
長
と
公
民
館
長
合
せ
て
十
二
名
が

出
席
し
ま
し
た
。 

 
[

湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
は
大
久

保
会
長
と
星
見
公
民
館
長
が
出
席]

 

宣
言
式
で
は
、
各
協
議
会
の
紹
介
や
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
に
対
す
る
想
い
等
に
つ
い
て

懇
談
し
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
正
午
に

散
会
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
回
の
対
象
地
区
は
次
の
と
お
り 

で
す
。 

 

○
中
ノ
郷
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
議
会 

 

○
湖
山
西
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

○
美
保
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

 

○
勝
谷
元
気
づ
く
り
の
会(

鹿
野
町) 

 

○
勝
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会(

青
谷
町)

 

○
中
郷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会(

青
谷
町)
  

 
    

 
    

 
 

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り 

 
 

 
 

支
援
宣
言
」
宣
言
式 

～報告～

宣言書 

 

 

防
災
無
線
試
験
放
送
と 

 
 

運
用
開
始
の
お
知
ら
せ 

 
 

 

湖
山
町
南
五
丁
目
エ
リ
ア
に
設
置
予
定
で
あ
っ
た

屋
外
拡
声
子
局
の
設
置
が
決
ま
り
、
次
の
と
お
り
試
験

放
送
を
行
っ
た
後
、
運
用
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。(

鳥
取
大
学
工
学
部
敷
地
内) 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

記 

一
、
試
験
放
送
日
時 

 
 

・
二
十
二
年
一
月
十
九
日(

火) 

十
三
時
五
十
分 

二
、
運
用
開
始
日
時 

 
 

・
二
十
二
年
二
月
一
日(

月) 
 

 

・
正
午
に
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ 

 
 

 

ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す 

三
、
非
常
時 

 
 

・
防
災
情
報
を
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
拡
声
放
送
を
併 

 
 

 

用
し
て
お
伝
え
し
ま
す 

四
、
平
常
時 

 
 

・
動
作
確
認
の
た
め
毎
日
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ 

 
 

 

ム
が
流
れ
ま
す 

 
 

・
開
始
時
期 

二
十
二
年
一
月
三
十
日(

土) 
 
 

・
放
送
内
容 

一
日
二
回
昼
「
ふ
る
さ
と
」 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

夜
「
夕
焼
け
小
焼
け
」 

 
 

・
放
送
時
間 

夏(

四
～
九
月) 

昼 

正
午 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

夜 

午
後
六
時 

 
 

 
 

 
 
 

  

冬(

十
～
三
月) 

昼 

正
午 

                          

夜

午
後
五
時 

◎市報 1 月号でも案内 

 

 



湖山西地区敬老該当者に対するアンケート調査結果 [福祉部会で分析] 

(1)実施目的 ①湖山西地区敬老会への敬老該当者の参加率を向上させる施策の検討資料とする。 

       ②敬老該当者の現状に対する意見要望を把握して運営方法・内容等について再検討し、

               敬老会の魅力アップと地域の一大イベントとして発展させるため。 

(2)実施時期 平成 20 年 9 月～10 月 (3)対象者 湖山西地区内の敬老該当者 

(4)回収数(率) 185 人/360 人( 51.4％) 

NO,1 年齢別  

性別 70 歳代 80 歳代 90 歳代 合計 割合(％)

男性 42 32 0 74 40.0 

女性 46 48 17 111 60.0 

NO,2 敬老会への参加の有無 

参加の有無 
区分 

有る 無い 計 

回答数 123 62 185

割合 65.5 33.5 100
(1)参加したことが有る 

区分 良い 普通 悪い 

回答数 78 43 2 

割合(％) 63.4 35.0 1.6 

※悪いと応えた人の理由 

 ・面白くない 

 ・あいさつに誠意がない 

(2)参加したことが無い 

理由の内訳(一部重複回答有り) 回答数 割合(％)

・健康上の問題がある 30 44.8

・会場が遠い 4 6.0

・記念品に問題がある 4 6.0

・校区変更により馴染みの人が 

 無くなった 
3 4.5

・その他 6 9.0

・記入なし 18 26.9

合  計 67 100

NO,3 敬老会の運営(1)開催時期・会場 

区  分 回答数 割合(％)

・現状でよい 129 69.7

・1 年おきに地区と町内 

 会毎に交互に開催 
7 3.8

・その他 

 (無理する必要なし) 
3 1.6

・意見なし 46 24.9

合  計 185 100

NO,3:敬老会の運営 (2)何をしたら参加されますか? どんなことがして欲しいですか? 

区  分 回答数 割合(％)

・健康上の問題がある(トイレが心配) 20 10.8

・参加しない(仕事がある、興味が無い等) 6 3.2

・健康である限り参加したい 5 2.7

・記念品に問題がある 3 1.6

・体調が回復したら出席する 3 1.6

・運営や進行がまずい、対応に誠意が無い 3 1.6

・落語など笑えて楽しめる企画を(発表会では面白くない) 2 1.1

・家族で祝ってもらっているので遠慮したい 2 1.1

・時間が長い 2 1.1

・その他 5 2.7

・意見なし 134 72.4

合  計 185 100


